
別表１ 対象期間（第４条関係） 

 第４条にいう具体的な対象期間については、次のとおりとする。 

ア営繕工事 

工 事 の 工 期（契約書による期間） 

対 象 期 間 

▽契約日 ▽着手日                                                                  完了日▽   ▽工期末 

 ①準備期間 ②施工に必要な実日数 + ③ 不稼働日 ④後片付け期間  

 

イ営繕工事以外の工事 

工 事 の 工 期（契約書による期間） 

対 象 期 間 

▽契約日         ▽着手日                                完了日▽            ▽工期末 

 ①準備期間 ②施工に必要な実日数 + ③ 不稼働日 ④後片付け期間  

 

＜①準備期間とは＞ 

施工に先立って行う、労務、資機材の調達、調査、測量、設計照査、現場事務所

の設置等の期間であり、工事の始期から直接工事費に計上されている種別・細別に

ついて工事着手するまでの期間をいう。 

＜④後片付け期間とは＞ 

施工終了後の自主検査、後片付け、清掃等の期間をいう。 

 

別表２「適用工事の取組に対する考査項目」 （第８条関係） 

第８条にいう具体的な評価方法については、次のとおりとする。 

１.成績評定への加点（一次評定者） 

表 成績評定への加点 

達成率 

 

評定者 

成績評定 

考査項⽬別運⽤表 

現場閉所率 

（休日取得率） 

28.5%以上達成 

⼀次評定者 

別紙−１ 

考査項⽬  ２．施⼯状況 

細 別   Ⅱ．⼯程管理 

●評価対象項⽬ 

 ・現場閉所による４週８休以上のみ下記を評価 

□施⼯計画書に定められた休⽇予定のとおり、休⽇の確保を⾏っている。 

（レ点１箇所） 

別表 



※「⽉単位の週休２⽇を達成した⼯事」の成績評定への加点 

別紙−１ 

考査項⽬  ５．創意⼯夫 

細 別   Ⅰ．創意⼯夫 

□その他 

理由欄に（⽉単位の週休２を達成しているため）と記載。 

（レ点１箇所） 

二次評定者 

別紙−２ 

考査項⽬  ２．施⼯状況 

細 別   Ⅱ．⼯程管理 

●評価対象項⽬ 

・週休 2⽇の確保は、下記の２事項両⽅で評価する。 

□⼯程管理に係る積極的な取り組みが⾒られた。 

□その他 

理由欄に（施⼯計画に定められた休⽇予定のとおり、休⽇の確保を⾏うこ

とに加え、他の模範となるような取り組みを実施した）と記載。 

●判定基準 

 評価対象項⽬を総合的に判断して、ａ、ｂ、ｃ、ｄ、ｅ評価を⾏う。 

（レ点 2箇所） 

   ※ 達成率  （達成率％）＝（現場閉所日数）／（対象期間）  

※ 対象期間とは、「適用工事」実施要領 第４条による。  

ただし、年末年始６日間、夏季休暇３日間、工場製作のみを実施している期間、工事全

体を一時中止している期間のほか、発注者からあらかじめ対象外としている内容に該

当する期間（受注者の責によらず現場作業を余儀なくされる期間など）は除く。  

 

２.成績評定への減点（二次評定者） 

成績評定、考査項目別運用表  別紙-２ 考査項目 ８．法令遵守等 

法令遵守の該当項目一覧表  その他 

理由欄に「週休２日未達成のため」と記載し、３点減ずる。 

 

 


